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睡眠医療を支える
睡眠医療で人々がハッピーになるように。



睡眠医療で人々が（気持ちのよい目覚め、起床）ハッピーになるように。

睡眠医療を支える
広 報 誌 R I S E 8 号

ごあいさつ
　皆様、休養感のある睡眠がとれているでしょうか。

　今回は、睡眠時無呼吸症候群（SAS）に対する産業医からの視点について

特集します。

　SAS診療は、個人の健康問題を改善するのみならず、眠気を改善すること

で様々な事故を防ぐ、という社会的意義もあります。

　2003年の新幹線運転士居眠り問題がSASによるものと判明して以降、国土

交通省より運転業務に就労する方を対象にSAS検診が推奨されるように

なりました。検診結果をもって来院される方の中には、自覚がないため結果

を受け入れ難い方もおられますが、職業ドライバーや危険作業に携わる方々

こそ、安全に就労を続けるためにもSAS治療が重要であるため、正しい診断

結果と治療のメリットを説明し、適切な治療を提供できるよう心がけています。

　本号では、産業医としてもご活躍の当院非常勤医である山﨑明先生に、

産業医からみたSASについて解説していただきました。

SAS 診療における医療機関の役割
　SASには、日中の眠気や集中力・意欲の低下などにより生活の質が下がるという側面もあるため注意が必要です。

一般医療機関の役割は、SASの患者を的確に診断し適切な治療に導くことでそれらを改善することにもあり、そのため

には、まずSASの症状※1を理解し、高血圧や糖尿病、心房細動、脳血管疾患、うつなどの背景にSASが隠れていないか

を見極めることも重要になります。

　重症SASでは交通事故を起こす確率が約2.5倍となるという報告もあり（右下図）、眠気の強いSASでは運転免許が

制限されます。ゆえに運転業務に従事する方々へはSAS検診が推奨されており、適切な治療が求められているのです。※2

　このようにSAS治療は、個人の健康問題を改善するのみならず、

就労者に対しては業務の効率を高め、眠気によって引き起こされる

事故を防ぐことで社会の安全を守り経済損失を減らす、という社会

貢献的な意義もあるため、一般医療機関の役割も非常に重要と

いえます。

　精密検査の必要な方、治療が困難な患者様には、専門医療機関

への受診をお勧めください。
※1	 右ページ「SASを疑う主な症状」参照
※2	�国土交通省「自動車運送事業者における睡眠時無呼吸対策マニュアル」参照

日本睡眠学会総合専門医
日本循環器学会認定循環器専門医
日本内科学会総合内科専門医

院長 柴田 理恵
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Topics

SASと産業医

　産業医の役割の一つに従業員の心身の健康の保持増進があります。

心身の健康の維持のためには、量と質の良い睡眠の確保が重要です。

日本は世界的にもっとも睡眠時間が短い国で、残業をすることで、より

睡眠時間が減少し、結果として過労死のリスクが高まると言われています。

質としては睡眠で休養をとれていることが大事ですが、質を下げる疾患の

一つにSASがあります。睡眠時間を確保しても疲れがとれない場合に

は、SASが潜んでおり、そのまま放置しておくと心身の健康を損ねる恐れ

があります。

〈 SAS を疑う主な症状 〉
以下の状況で、睡眠時間を確保しても、疲れがとれない、寝足りない感じが
ある。

●	�特定保健指導を受けて生活習慣を改善しても痩せず、
データが改善しない。

●	�高血圧や糖尿病で内服加療しているが、
	 コントロールがつかない。起床時の血圧が高い。

●	�日本の地域住民7000人以上を対象にした研究結果

によると、短時間睡眠がSASと関連している。
●	�SASは高血圧、糖尿病の発症頻度と関連しており、

肥満と高血圧、糖尿病との関連はSASが間接的に関与

しており、減量以外に、SASの治療も有用な可能性

が言われております。
●	�特定保健指導など、健康診断結果に基づく保健指導

実施の際に、睡眠時間や睡眠の質についても確認して

もらい、睡眠時間が短い、あるいは睡眠時間確保しても

寝たりない感じがある場合には、生活習慣改善の指導

だけではなく、SASの精査も検討ください。
●	�また、日本人では小顎の傾向のため、舌根が落ちやすく、

SASに該当者の5%がBMI 18.5以下のやせ形、33%

がBMI 18.5～25の標準体型と約40%が非肥満者で

す。

●	�非肥満者の高血圧患者の中には、SASが関与している

高血圧の可能性もあります。

	 �痩せている人を中心に、簡易検査（自宅での検査）だけ

では、過小評価されることがあります。
●	�軽症と診断されても、PSG 検査をすると重症度が高く

なることもありますので、簡易検査で可能性があるので

あれば、積極的にPSG 検査をできる医療機関受診を

促してください。
●	�また、重症なSASと診断されても、CPAP治療のアドヒ

アランスが、良好であれば、高血圧の発症リスクが

非SASの人と同程度となります。
●	�CPAP治療中でアドヒアランス不良の場合、タイト

レーション検査（CPAP 治療の適正圧をみる検査）

を行い、本人にあった設定をすることでアドヒアランス

改善することがあります。

産業医の視点からみたSAS 

SASと就労・産業医からみた診療のポイント

日本産業衛生学 産業衛生専門医
日本産業衛生学会 産業衛生指導医

社会医学系専門医
社会医学系指導医

医学博士 山﨑 明
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患者さんと

地域の他医療機関を繋ぐ

　9月3日は、「睡眠の日」です。睡眠の日に因んで広報誌を3月と9月に発行し

て参ります。おかげさまで、広報誌の発行も本誌で8号目となりました。

　当院は、地域の他医療機関へ通院されている患者様の睡眠のお悩みに

も対応できるクリニックとしての機能も果たすべく、他医療機関との連携、	

紹介・逆紹介を円滑に行うための取り組みに尽力してまいります。また皆さま	

からのご意見やお問い合わせに対し、迅速に対応するよう努めてまいります。

　今後もスタッフ一丸となり頑張りますので、ご指導ご鞭撻のほどよろしく

お願いいたします。

地域医療連携室だよりでは、睡眠時無呼吸症候群

『入院検査からCPAP 導入、患者様のお戻しの流れ』

を掲載しております。

2025年下半期連携実績

地域医療連携室だより

睡眠医療部 事務長

相葉 悟美

初診患者数	 331名
紹介患者数	 117名
紹介率	 35.3%
医科連携医療機関	 70施設
歯科連携医療機関	 58施設
逆紹介患者数	 257名
逆紹介率	 77.6%

当院のご紹介　
● ベッド数：10床
● 全部屋：個室

ご紹介内容 ご紹介頂いた医療機関（地域別）

Information


